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	応用
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	背景
	NKG2D受容体のリガンドであり、少なくともULBP2およびULBP3と共存する。ULBPは初代NK細胞において複数のシグナル伝達経路を活性化し、サイトカインおよびケモカインの産生をもたらす。ULBPリガンドがNKG2Dに結合すると、カルシウム動員とJAK2、STAT5、ERK、およびPI3Kキナーゼ/Aktシグナル伝達経路の活性化が誘導される。KLRK1/NKG2D受容体に結合して活性化し、ナチュラルキラー細胞の細胞傷害活性を媒介する。
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	HeLa 細胞溶解物中の ULBP1 発現のウェスタン ブロット分析。

